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ハイドロ

チスト

による

海上位置測定方法の実験

海上調査地点の位置決定については先に地質ニュｰ

スNo.101(昭和38年1月)に記載したカ茎今回ハイドロ

チストを活用する方法の基礎資料収集の実験を神奈川

県湘南地区および東京湾勝山付近で行なったのでその

概要を紹介しよう(測定結果の解析理論的なもの問題

点等は地質調査所月報に詳細記載する).

主要機器
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主局2従局2海上用回転双アンテナをもって一組と

し空中線電力0.1W使用電波の型式F2F3

周波数2920～3010MC

この距離計“ハイドロチスト"MR2型は水面位置図

作製のため海岸既知地点と海上の動いている船との距

離を測る目的に設計されたものである｡

←

主局測定機

主局装慶は送信装置と

受信装置と時計装置か

らなリ立っている

電言原は12Vある､'は24

V直流8Aまたは

4Aの供給能力のある

ものを用いる

従局測定機

従局装圏は受信装置と

送信装置と指示装置か

らなり立っている

電源は12V8Aの容量

を必要70A時の蓄

電池で約10時間連続

運幅ができる

今
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陸上棄強大磯湘南平の浅聞山山麓三狗点の

東側に基一叙No.立標高1肌触の地点に主局を設置して

No.2.3.4.江の島茄崎城ケ島の各三角点間4

㎞から35㎞に至る従局測点を設け測地学的精璃斜距

離を算出して測定値と比較を行放ったところ距離の

遠近にかかわらずだいたい土亙苗δm内外の養で成果

の得られることを確認し淀由この精度は海上位置測定

用としては一応満恩できるものである.

主局のブラウン管の円買盛100欄のA+バタｰンおよ

��繍1繍1轟密灘i轟､別離1��品定騒1･一･1��･一･i�暴誤塞1�精度
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No.1�No.2�4616.60�4618.14�4618.07�一1.54�一1.47�±O.303�4141

No.1�No.3�7814.35�7812.75�7812.59�十1.65�十1.60�±0.750�1一■4884

No.1�No.4�9408.16色�9409.79�9409.88�一1.63�一1.72�±O.286�1■一一5470

No.1�No.6�29815.21�29816.89�29816.71�一1.68�一1.50�±0,324�1^■'19877

No11�城ケ島�34899.42�34900.78�34899.28�一1,50�十〇.08�±0.101�_｣._193886

びA一パタｰンと1000mのDパタｰンと10000mのC

パタｰンの組み合わせにより主局装置の読み取りほ直

接に実距離カミメｰタｰで読まれその値は測定路の大気

の屈折率を平均1.000330とした電波の平均速度に機構

主局の操作

A+バタン読十11+11+11

A一パタン読一91

Dパタン読一70

Cバタン誠一17

No.1測点実験台上における機能テスト

アンテナの水平垂直指向度測定装置を備

支る9.4kmの距離で水平半弦月18｡～

20｡垂直上半弦月15｡～18｡の限界で測定し得た
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距離メｰタｰ9410m

冷

滋燭撚搾

戻十バ夢榊ン幻,c､

パタ㎞ン1攻､蜜潟畿灘書慧

より禽鋤駒1こ鴛ソト韓

岬ル賞慧篭爽洲バ表
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的に整正されたもので船上で直ちに位置のプロットカ玉

できるように狂っている.高精度の測定を必要とする

ときは温度湿度気圧を同時に記録して二次補正を行

たう.アンテナの指向度は水平28度垂直24度の幅

を持っているので主従局間の目標カ主目視できない状態

の場合でも探索がしやすいことや指向度の機能もたし

かめ得た.次いで船上測定の条件を考慮に入れて自

動車上に両主局と船上双アンテナを設置して既知点か

ら既知点まで移動連続測定を行なったカ主雨中にもかか

わらず記録することができた.

海上案駿東京湾勝山港を根拠地にして鋸山

州崎に陸上従局を設け4kmから30kmの海域調査行動

計画のもとに海上における測定方法の基礎実験を行た

った.観測船は14｡蟹トン焼玉ぶンジンでその船に

海上用回転双アンテナを海面上3㎝の高窓に取り付け

たものを使用した由

電波の伝幡に要する従局の高さに対し1周の行動調

査測線の遠近距駿の関係については沿岸近くの調査で

は従局の高さを低くし遠距離の場合はは予定計画距

離1q蒜むだ高さにすることカ雲必須条件であることを確か

めた古調査開始直前の固定位置測定には波浪による

船の動揺からブラウン管上の映像定が漢らずとくにパ

タｰン切り換えのとき読み取りに長時間を要した､気

象状態による影響船の大きさの問題船のエンジンの

振動力茎送受信機に伝わらないよう防震装置をとりつけ

る考案カミ必要である.

潟鋤球1こ畿灘した象燭

船の走行申における連続測定のA斗パタｰン単一値の

記録は動揺による障害も比較的少たく測定できたが

A+パタｰンそのものの誤差の螺積を考慮に入れ主局

および従局裟置の回路内の位相遅れに基づく誤差を消去

しておく方法淡必要である｡主局従局間の島岬等の電

波の障害はだいたい賢概観測の場合と同様で見通し

が完全で扱い&測定でき扱い山測定機の故障等で予定

計画どおりの実験がで曹なかったが海上測定における

走行中の精度実験のため陸津からトランシットを用い

て同時観測を実施して算出する必要がある.なお測定

値をオｰトプ峰ットにすること淋望ましい.

鋸山主局州騎従局間において実験直後絶体観測を実施

した結果は良好であった.

鰯潮船と鞍㈱

弼剖紬闘定を澱唯償麟開諦の譲㈱､�
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A+パタｰ二/

カｰソｰル1

回転追跡時間
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A+バタｰン
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カｰソｰル1
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A+バタｰン

時間カｰソｰル1

回転追跡時間
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主局

観測酋2名記録とプロット青1～2名

の固定および撫作の状況

船の走行中の測定は一定億号時に両主局のA+バタｰンの累積値を記録と同時にプロットする

介令

船の走行中の測定時従局においてはアンテナ

の指向をメｰタｰにより難視するのみでとく

に熾絆の戯作は必要としない�


